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始動!
明日へ続く私たちの新しいバス

コミュニティバス 予約型乗合タクシー

もやいタクシーすまいるバス

コミュニティバスが、みんな
の笑顔が咲く空間であってほ
しい、そんな願いを込めて名
付けました。（吉崎直美さん・
39 歳・新延新塚）

“ もやい ” は「一緒に」や「助け
合い」の意味が込められた懐
かしい言葉。乗合タクシーに
ぴったりだと思いました。（河
野理恵さん・36 歳・中山北区）

“すまいるバス”と“もやいタクシー”

愛称募集には、コミュニティバスに 20件、予約
型乗合タクシーに 19件の応募がありました。７
月20日、地域公共交通活性化協議会で選定した結
果、“すまいるバス ”と “もやいタクシー ”に決定し
ました。たくさんのご応募ありがとうございました。

コミュニティバスと乗合タクシーの愛称が決定
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明
日
へ
続
く
〝
私
た
ち
の
新
し
い
バ
ス
〟へ

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
。
持
続
可
能
な
新
し
い
公
共
交
通
体
系
を
確
立
す
る
た
め
の
３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行
が
ス
タ
ー
ト
。

路
線
バ
ス
な
ど
の
維
持
に

年
間
三
千
万
円
以
上
を
負
担

路
線
バ
ス
の
廃
止
や
縮
小
、
ま
た
交

通
事
業
者
の
撤
退
な
ど
、
地
域
の
公
共

交
通
の
あ
り
方
が
、
近
年
、
全
国
的
に

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
決
し
て
鞍
手
町
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
数
が
少
な
い
、

乗
り
継
ぎ
が
不
便
、
利
用
者
が
少
な
い
、

町
の
財
政
負
担
が
増
え
続
け
て
い
る
、

な
ど
バ
ス
路
線
を
始
め
と
す
る
町
の
公

共
交
通
は
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
特
に
西
鉄
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
へ
の
赤
字
補
て
ん
金
や
福
祉
バ
ス

の
維
持
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成

22
年
度
で
は
年
間
約
三
千
一
百
万
円
を

町
が
負
担
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
住
民
１

人
当
た
り
に
す
る
と
約
一
千
八
百
円
と

な
り
、
こ
の
額
は
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

協
議
会
で
課
題
を
整
理
し

３
月
に
連
携
計
画
を
策
定

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
持
続
可

能
な
地
域
の
新
し
い
公
共
交
通
体
系
を

構
築
す
る
た
め
、
町
で
は
、
住
民
代
表

や
交
通
事
業
者
、
関
係
公
共
機
関
、
交

通
問
題
の
専
門
家
な
ど
14
人
の
委
員
で

組
織
す
る
鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
を
設
置
。
高
齢
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
役
場
、中
央
公
民
館
、駅
、

病
院
、
金
融
機
関
な
ど
の
利
用
者
実
態

調
査
、
交
通
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
５

回
の
協
議
を
重
ね
、
課
題
を
整
理
し
、

目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
改
善
策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
改
善
策
に
対
し
今
年
２
月
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
住
民
意
見
）
を

募
集
し
、
協
議
会
で
最
終
的
な
調
整
、

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
３
月
に
「
鞍
手

町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

７
つ
の
課
題
と
５
つ
の
変
更
点

３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行

こ
の
計
画
の
中
で
は
、
町
の
公
共
交

通
の
弱
点
と
も
言
え
る
７
つ
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
目
標
と
具

体
的
な
改
善
策
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）。

〝
ま
ち
〟
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
鞍
手

駅
に
１
日
７
往
復
し
か
バ
ス
の
便
が
な

い
、
公
共
機
関
や
施
設
が
集
中
し
て
い

る
町
の
中
心
市
街
地
へ
の
乗
り
継
ぎ
が

不
便
で
あ
る
、
古
門
や
長
谷
な
ど
公
共

の
交
通
手
段
が
な
い
地
域
が
あ
る
、
な

ど
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
こ
れ
ら
の

課
題
す
べ
て
を
一
度
に
解
決
す
る
こ
と

が
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。
町
で
は
、

今
後
３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行
を

行
い
、
利
用
状
況
や
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
に
事
業
評

価
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、

改
善
が
必
要
な
場
合
は
、
便
数
や
運
行

ル
ー
ト
、
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

。

① 

〝
ま
ち
〟
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
鞍
手
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

② 

ど
こ
か
ら
で
も
町
の
中
心
部
へ
行
け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

③ 

古
門
や
長
谷
な
ど
交
通
空
白
地
帯
の
移
動
手
段
の
確
保

④ 

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
運
行
体
系
の
確
立

⑤ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
迂う

回
ル
ー
ト
（
新
延
・
泉
水
回
り
）
と
福
祉
バ
ス

の
休
廃
止
を
含
め
た
運
行
形
態
の
見
直
し

⑥ 

割
引
券
の
発
行
な
ど
利
用
促
進
の
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進

⑦ 

財
政
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
の
公
共
交
通
体
系
の
効
率
化

バ
ス
を
中
心
と
す
る
町
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
一
つ
の
答
え
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
２
月
か
ら
、
住
民
代
表
や
交
通
事
業
者
、
関
係
公
共
機
関
、
交
通

問
題
の
専
門
家
な
ど
で
組
織
す
る
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
を
進

め
て
い
た
も
の
で
、
今
年
３
月
に
「
鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

と
し
て
決
定
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
〝
ま
ち
な
か
線
〟
の
新
設
や
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど
、
10
月
か
ら
３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行
が
始
ま
り

ま
す
。

改
善
の
ポ
イ
ン
ト    　

鞍
手
町
の
公
共
交
通
７
つ
の
課
題

● 問い合わせ　詳しいことは、役場企画財政課地域振興班（42-2111 内線 343）までお尋ねください
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室木

長谷

八尋

新延

新北

中山

小牧

上木月

木月

古門

永谷

弥生

猪倉

栄町 

西山 

古門公民館 

道中 
神崎公民館 

倉坂公民館 

新延本村公民館 

長谷中 

長谷下 

泉水公民館 

栄町 

西山 

古門公民館 

道中 
神崎公民館 

倉坂公民館 

 

中本町 

中央公民館 

小牧口 

鞍手局 
唐ヶ崎 

山ヶ崎 

古月保育園 

木月口 

上木月 

石堀場 

古門口 

白水橋 

新延橋 

ひな尻 

島 

新延小学校 

六反田 

七ヶ谷

猿田峠 

観音谷 

永谷天満宮 

新北 

八尋 

筑前川端 

神田入口 

室木 

長山 

筑前中畑 

筑前上畑 

徳城 
田渕 

本城 

隠谷 
宮田病院前 

河童村入口 

永瀬 

鞍手駅 

中山南区 

 

京の上 

中山口 

五反田 

石山谷 

中屋敷 

不動院 

中山 

立林 

神崎 

 鞍手町立病院 

中山南区 
鞍手車庫 

鞍手役場 

中山西区 

猪倉 

弥生 

松隈 

浪内 

田頭 

田町 

サングリーン鞍手  

くらじの郷 

泉水 

永瀬 

新北 

宮田バス停 

唐ヶ崎 
鞍手局 

  

西鉄バスの路線 

コミュニティバス“みやわか線” 

コミュニティバス“まちなか線” 

西鉄バス停の位置 

乗合タクシーの路線 

乗合タクシーの乗降場所 

唐ヶ崎 コミュニティバス停の名称 

中山口 西鉄バス停の名称 

コミュニティバス停の位置 

長谷中 乗合タクシー乗降場所の名称 

交通結節点（乗継割引券交付箇所） 鞍手車庫 

凡  例  （地図の見方）

10 月から
ここが変わる

町のバス

5
福祉バス“くらじ
号”とコミュニティ
バスの迂回ルート
を廃止。

4
“まちなか線”区間
へのバス乗り継ぎ
が１００円になる
割引運賃を適用。

3
古門や長谷、泉水
地域の交通空白地
帯に予約型の乗合
タクシーを導入。

2
西鉄バス西川線が
“くらじの郷”経由
に。バス同士の乗
り継ぎを改善。

1
コミュニティバス
に“まちなか線 ”
を新設。平日１日
15往復を増便。

新しいバスの運行ルートや便数、運
賃、乗り継ぎ案内、乗合タクシー
の予約方法などは各世帯に配布する
「ご利用ガイド」でお知らせします。



2011.８−４

10
月
か
ら
、
町
の
バ
ス
は　
　
　
　

変
わ
り
ま
す
。

く
ら
じ
の
郷
～
鞍
手
駅
間
を
１
日
15
往
復
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
〝
ま
ち
な
か
線
〟
を
新
設
。
交
通
不
便
地
域
に
は
予
約
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
３
路
線
を
導
入
。

新
し
い
町
の
バ
ス
体
系
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
増
え
る
便
数
や
路
線
、
変
更
や
廃
止
す
る
路
線
、
新
し
く
導
入
さ
れ
る
仕

組
み
な
ど
、５
つ
の
項
目
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
連
携
計
画
に
基
づ
く
今
回
の
変
更
は
、

８
月
に
開
催
さ
れ
る
地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
協
議
を
経
て
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
）。

西
鉄
バ
ス
西
川
線
は
、
直

方
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
赤
間

営
業
所
ま
で
を
１
日
24
便
12

往
復
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
県
道
直
方
・
宗
像
線
を
運

行
す
る
ル
ー
ト
（
新
北
～
島

間
）
を
県
道
宮
田
・
遠
賀
線

を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
、

く
ら
じ
の
郷
へ
乗
り
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

鞍
手
車
庫
バ
ス
停
に
つ
い
て

も
、
バ
ス
同
士
の
乗
り
継
ぎ

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留

所
を
移
動
し
、
鞍
手
車
庫
停

留
所
に
統
一
し
ま
す
。

●
運
行
経
路
の
変
更 
（
図
②
）

こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ト
は
、

県
道
直
方
・
宗
像
線
の
バ
ス

停
中
、
新
北
→
西
川
診
療
所

→
島
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
新
北
か
ら
県
道
宮
田
・

遠
賀
線
を
通
る
ル
ー
ト
に
変

更
し
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
〝
み
や
わ
か
線
〟
と
同

じ
停
留
所
（
永
瀬
→
く
ら
じ

の
郷
）
に
停
車
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
西

鉄
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、乗
合
タ
ク
シ
ー
（
長
谷
線
、

泉
水
線
）
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗

り
継
ぎ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

西
鉄
バ
ス
西
川
線
が
〝
く
ら
じ
の
郷
〟
経
由
に
。
バ
ス
同
士
の
乗
り
継
ぎ
を
改
善
。

鞍
手
駅
か
ら
町
内
の
主
要

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を

主
な
目
的
と
し
て
、
今
ま
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
新

た
な
系
統
〝
ま
ち
な
か
線
〟

を
新
設
し
ま
す
。 

●
運
行
経
路 

（
図
①
）

ま
ち
な
か
線
は
、
鞍
手
駅

や
中
央
公
民
館
、
鞍
手
町
立

病
院
、
鞍
手
郵
便
局
、
鞍
手

町
役
場
、
く
ら
じ
の
郷
な
ど

町
の
主
要
施
設
の
集
ま
っ
て

い
る
地
域
を
通
る
経
路
と
し

ま
す
。 

●
運
行
回
数 

く
ら
じ
の
郷
を
起
点
、
鞍

手
駅
を
終
点
と
し
、
平
日
で

１
日
15
往
復
30
便
を
運
行
。

現
在
の
〝
み
や
わ
か
線
〟
と

合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
区
間
を

１
日
22
往
復
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
通
勤
・
通
学
時
間

帯
に
は
、
鞍
手
駅
を
概
ね
30

分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。

●
運
賃 

運
賃
は
、
現
在
と
同
じ
、

利
用
し
た
距
離
に
応
じ
て
支

払
う
距
離
別
の
運
賃
に
な
り

ま
す
。 

た
だ
し
、
西
鉄
バ
ス

や
乗
合
タ
ク
シ
ー
か
ら
乗
り

継
い
だ
場
合
に
は
、
割
引
運

賃
を
適
用
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
〝
ま
ち
な
か
線
〟
を
新
設
。
平
日
１
日
15
往
復
を
増
便
。

こ
こ

が

宮田
バス停

くらじ
の郷

鞍手
車庫

鞍手町立
病院

鞍手駅

まちなか線（新規）

みやわか線（既存）

図①　コミュニティバスの運行経路

※
迂
回
ル
ー
ト（
新
延
・
泉
水
回
り
）は
廃
止

図②　西鉄バスの運行経路変更

ここが                             変わる2 ここが                             変わる1

島 くらじの郷
（新設）

永瀬
（移設）

西川
診療所 新北

現在の
ルート

新しい
ルート
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今
回
の
実
証
（
試
験
）
運

行
の
実
施
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
迂
回
ル
ー
ト

（
新
延
・
神
崎
・
泉
水
回
り
）

と
く
ら
じ
の
郷
へ
の
送
迎
用

福
祉
バ
ス
〝
く
ら
じ
号
〟
は
、

廃
止
し
ま
す
。

●
迂
回
ル
ー
ト
の
廃
止

迂
回
ル
ー
ト
は
、
１
日
７

便
の
う
ち
、
午
前
午
後
の
各

１
便
を
新
延
、
神
崎
、
泉
水

方
面
に
運
行
す
る
こ
と
で
、

交
通
空
白
地
域
の
移
動
手
段

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
帰
り
の
便
が
な

い
、
迂
回
に
時
間
が
か
か
る
、

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
、
迂
回
ル
ー

ト
に
代
え
て
、
よ
り
効
率
的

で
利
用
し
や
す
い
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

●
福
祉
バ
ス
の
廃
止 

（
図
⑤
）

福
祉
バ
ス
は
、
現
在
１
日

延
べ
約
69
人
の
利
用
に
対
し
、

年
間
一
千
一
百
五
十
六
万
円

の
経
費
（
平
成
22
年
度
）
が

か
か
る
な
ど
町
の
財
政
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
利
用
者
の
減
少
や
車
両

の
老
朽
化
、
く
ら
じ
の
郷
に

限
定
し
た
無
料
バ
ス
で
あ
り
、

他
の
公
共
施
設
と
の
公
平
性

が
問
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
回
の
バ
ス
路
線
の

見
直
し
に
合
わ
せ
て
廃
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
バ
ス
〝
く
ら
じ
号
〟
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
迂
回
ル
ー
ト
を
廃
止
。

乗
り
継
ぎ
割
引
は
、
バ
ス

利
用
者
の
乗
り
換
え
に
対
す

る
心
理
的
、
金
銭
的
な
負
担

を
軽
く
し
、
西
鉄
バ
ス
や
Ｊ

Ｒ
（
鉄
道
）
な
ど
他
の
公
共

交
通
機
関
の
利
用
者
増
加
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。

●
割
引
区
間 

・
運
賃 

（
図
④
）

西
鉄
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
〝
ま
ち
な
か
線
〟
の
運
行

区
間
（
く
ら
じ
の
郷
～
鞍
手

駅
）
へ
乗
り
継
い
だ
場
合
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
賃
を
１
０
０
円
に
し
ま
す
。

●
乗
継
割
引
券 

乗
り
継
ぎ
割
引
を
受
け
る

た
め
に
は
、
西
鉄
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
車
内
で
発
行

す
る
「
乗
継
割
引
券
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

乗
継
割
引
券
は
、
西
鉄
バ

ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
、
鞍
手
町
立
病
院
や
鞍
手

車
庫
、
く
ら
じ
の
郷
で
乗
り

継
ぐ
場
合
に
希
望
者
に
配
布

し
ま
す
。

乗
継
割
引
券
は
、
ミ
シ
ン

目
の
入
っ
た
往
復
券
に
な
っ

て
い
て
、
利
用
し
た
そ
の
日

の
み
有
効
で
す
。

〝
ま
ち
な
か
線
〟
区
間
へ
の
バ
ス
乗
り
継
ぎ
が
１
０
０
円
に
な
る
割
引
運
賃
を
適
用
。

西
鉄
バ
ス
な
ど
の
利
用
が

困
難
で
、
主
に
交
通
空
白
地

帯
と
な
っ
て
い
る
地
域
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
予
約
型
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
ま
す
。 

●
運
行
経
路 
（
図
③
）

今
回
の
計
画
で
は
、
古
門

線
、
長
谷
線
、
泉
水
線
が
優

先
的
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導

入
す
る
路
線
と
し
て
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
運
行
回
数 

・
時
刻

運
行
回
数
は
、
平
日
４
往

復
（
８
便
）、
土
、
日
、
祝
日

は
２
往
復
（
４
便
）
で
す
。

ま
た
、
運
行
時
刻
は
、
利
用

実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

午
前
中
に
３
往
復
、
午
後
に

１
往
復
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●
利
用
方
法

利
用
で
き
る
人
は
鞍
手
町

に
在
住
す
る
人
に
限
り
ま
す

（
利
用
登
録
カ
ー
ド
を
発
行
）。

利
用
に
は
電
話
に
よ
る
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
が

な
い
便
や
予
約
の
な
い
区
間

は
運
行
し
ま
せ
ん
。 

●
運
賃

運
賃
は
、
西
鉄
バ
ス
の
運

賃
に
準
じ
、
利
用
し
た
距
離

に
応
じ
て
支
払
う
距
離
別
の

運
賃
に
な
り
ま
す
。

古
門
や
長
谷
、泉
水
な
ど
の
交
通
空
白
地
帯
に
予
約
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
。

ここが                             変わる5 ここが                             変わる4 ここが                             変わる3

図③　乗合タクシーの運行経路
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図④　乗継割引区間・運賃
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図⑤　福祉バスの利用状況と経費

1,086 万円

1,065万円

1,123 万円

1,095 万円

1,156 万円

１日当たりの平均利用者数（延べ）

年
間
運
行
経
費
の
推
移
（
年
度
） H18

７
70
人

H19

７
71
人

H20

７
69
人

H21

７
72
人

H22

７
69
人



　７月は社会を明るくする運動月間です。７月 11 日、
町の保護司会のメンバーによる啓発活動が行われまし
た。この日は中山交番前で街頭啓発、12 日は役場庁舎
前で出発式を行った後、町内を広報車で巡回し啓発活動
を行いました。この運動は、全国一斉に行われ、犯罪の
防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深めてい
ただくものです。私たち鞍手町に住むひとりひとりが、
自らの問題として犯罪・非行防止に積極的に取り組み、
大人も子どもも夢や希望を持ち、支えあって生きる明る
い地域づくりを目指しましょう。

まちの話題 My Town Topics

　７月の風物詩「七夕飾り」。町
内のあちこちで七夕飾りを見かけ
たのではないでしょうか。これは、
町内の保育所や幼稚園児たちが一
生懸命作ったもので、公共施設な
どに贈られたものです。６月28日、
鞍寿の里にも鞍手幼稚園から七夕飾りが届けられ、利用
者と園児たちは楽しいひとときを過ごしました。園児た
ちのたくさんの願いが込められた七夕飾り。願いがかな
うといいですね。また、遠く離れた被災地でも七夕飾り
の様子が報道されていました。「ひとりひとりが幸せで、
そして世界が幸せでありますように」と願いを込めた短
冊。 そ し
て「東日本
の復興が一
日も早く訪
れますよう
に」とは誰
もが願って
いることで
しょう。

七夕に願いを込めて
▶たくさんの願いがかなうといいね

社会を明るくする運動啓発活動
▶ふれあいと対話が築く明るい社会

　自衛官募集相談員は、自衛官の募集や採用に関する相
談をボランティアで行う人で、町長と自衛隊福岡地方協
力本部長から委嘱されます。前年度までの相談員有松弘
美さん（弥生）からバトンを受けたのは、水野達彦さん（中
山）です。任期は平成 23 年７月１日から平成 25 年
６月 30 日までです。自衛官のことでわからないことが
あるときは☎４２局１１４０番水野さんまでご相談く
ださい。

自衛官募集相談員を委嘱
▶お気軽にご相談ください

　７月 10 日から 19 日は、夏の交通安全県民運動の実
施期間でした。この期間中の７月 13 日、サングリーン
鞍手の前で直方地区交通安全協会、福岡県トラック協会、
鞍手ライオンズクラブ、直方警察署による交通安全啓発
活動「セーフティステーション」が行われました。通り
がかった車は警察官の誘導により一旦停止。交通安全協
会などの皆さんがチラシや啓発グッズの配布を行い、安
全運転を呼びかけました。いつ起こるかわからない交通
事故。出かけるときは、交通安全運動期間にかかわらず、
お互いがゆずりあいの気持ちを持ち、車も歩行者も交通
ルールを守って交通事故を防ぎましょう。

安全運転と譲り合いの気持ち
▶交通安全啓発運動が行われました

2011.８−６



　７月 12 日に古月
小学校で大豆の種ま
きが行われました。
なかなか天候に恵ま
れず、この日も合同
の種まきは中止。そ
れぞれの小学校の学
校菜園のみの種まき

となりましたが児童たちはとても楽しそうでした。こ
の事業は、今年で６年目の取り組みで食育の活動に取
り組む鞍手町農業女性の会の皆さんの協力のもと行わ
れているものです。児童たちは初めての作業に最初は
戸惑いがちでしたが、慣れると手際よく種をまき、土
を被せていきまし
た。これから８月
には紫の花を咲か
せ、10 月 に は 枝
豆の収穫と２学期
は大忙しの児童た
ちです。

大豆の種まきで食育体験
▶古月小学校と西川小学校の３年生がチャレンジ

　６月 23 日福岡県庁にて「平成 23 年春の叙勲」の伝
達式が行われ、小川洋福岡県知事より峯昭二さん（中山）
に旭日双光賞が伝達されまし
た。峯さんは７期 28 年と多年
にわたり町議会議員として町政
の振興と住民福祉の向上に大き
く貢献したことが高く評価され
たものです。また、昨年秋の叙
勲では故内川義雄さんが正六位
を受章され、ご家族が伝達式に
出席されました。

長年の功績に叙勲
▶旭日双光賞を受章

8月生まれ　
Happy  birthday  to  you.

すくすく
日記

田
た が わ

川悠
ゆ う と

人くん
平成22 年８月 29 日生まれ

悠人、１歳のお誕生日おめでとう。
最近は、悪そうばかりして、パパと
ママは大変だけど元気にすくすくと
育ってくれて何よりです!! 柑奈ねぇ
ねとずっと仲良しさんでいてね♡

（父　修さん、母　亜美さん・中山）

森
も り

　駿
と し か ず

和くん
平成20 年８月 27 日生まれ

３歳のお誕生日おめでとう。あっと
いう間にとっちは、スーパーお兄
ちゃんになったね。元気もりもり、
にっこり笑顔のとっちでいてね。み
んなとっちが大好きだよ。（父　健一
郎さん、母　真子さん・新北）

　７月７日、剣北
小学校で車いすマ
ラソンアスリート
の山本浩之さんの
講演会がありまし
た。この講演会は
剣北小学校ＰＴＡ
の主催で小学４年
生から６年生まで
の児童と保護者の
合同学習会です。
山本さんは 20 歳
のときにバイク事

故で車いすの生活になり、リハビリで始めた車いすバス
ケットから 10 年後に車いすマラソンに転向し、2008
年には北京パラリンピックに日本代表として出場しフル
マラソンで６位に入賞した経験を持つ人です。障がい者
と健常者とのふれあいの話では「笑顔で声をかけられる
とお願いしようという気になる」と…山本さん。山本さ
んは、「障がい者は笑って外に出かけよう」と心掛けて
いるそうです。また、今年の２月に飲酒運転の車にひか
れ長男を失い、現在は「飲酒運転の撲滅運動」や「車い
す優先駐車場マナー啓発運動」を講演活動などを通じて
行っているそうです。今回、児童と保護者は心優しい笑
顔と「ダメなものはダメ」ということを講演会を通して
学んだのではないでしょうか。

笑顔と笑顔で分かち合う
▶飲酒運転撲滅運動

お待ちしています
「すくすく日記」のコーナーで
は、毎月、発行月に誕生日を
迎える満３歳までのちびっ
子を募集しています。お誕生
日の記念に、かわいいお子さ
んの写真を紹介しませんか。
９月生まれは、８月10 日
（水）までに電話で役場総務課
☎４２局２１１１番へお申し込
みください。

▼

6 月５日、19 日、26 日の３日間にわたって行われた
第 51 回鞍手町野球大会。11 チームが
参加し白熱した試合が繰り広げられまし
た。選手のみなさんおつかれさまでした。
結果は①新延本村区②新中山区③泉水
区、幸町区（丸数字は順位）

スポーツ大会結果 
▶第 51 回鞍手町野球大会
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

俳句 加藤とも子さん

故里（佐賀県唐津市）
の見帰りの滝に久しぶ
りに寄ってみました。
梅雨時で水量も多く、
山に守られながら、守
りながら変わらずに尽
きることなく流れ落ち
る姿に勇気づいて帰り
ました。

手描き友禅 北村邦子さん
（中山）

手描き友禅との出会いはお友だちに紹
介してもらって入りました。絵の素質の
ない私が先生の
おかげでいろい
ろな作品ができ
ました。お友だ
ちには感謝して
います。楽しい
です。

山
の
霊 

守
り
て
滝
の 

落
ち
に
け
り

2011.８−８

佐野洋子さん
（小牧）トールペイント

60の手習いで始めたトールペイ
ントですが、気がつけば今年で８年
目。先生のご指導でゆっくりゆっく
りマイペースで楽しみながら作製し
ています。最後にニスを塗ってでき
あがった作品を眺めるとき心がと
ても和みま
す。この作
品のデザイ
ン画は会田
正子さんの
ものです。

直
鞍
一
周
駅
伝
競
走

参
加
チ
ー
ム
募
集

●
第
66
回
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員
会

直
鞍
の
ま
ち
を
颯さ

っ
そ
う爽
と
駆
け

抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午

前
10
時
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決

行
）

●
参
加
資
格　

一
般
社
会
人
で
編
成
し
た
チ
ー

ム
（
専
門
学
校
は
可
）
た
だ
し
、
高
校
生
以

上
の
学
生
は
３
人
ま
で
。
原
則
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
最
低
25
分
以
内
で
走
れ
る
人

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
一
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み
期
限
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
直
方
市
体
育
協
会
☎
２
５
局

２
２
３
７
番
ま
で

瞳
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」
で
は
、
第

12
回
朗
読
発
表
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品
を
朗
読
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
ど
う
ぞ
。

●
と
き　

９
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

父
を
焼
く
、
五
重
塔
、
ア

リ
が
タ
イ
な
ら
、
風
の
た
よ
り
、
着
や
せ
、

人
間
の
覚
悟
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

矢
野
百
合
子
☎
４
２
局

６
７
４
９
番
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
陵
塾
で
は
、
日
ご
ろ
の
家
庭
生
活
で
は
経
験

で
き
な
い
集
団
生
活
を
通
じ
自
立
性
を
尊
重
し
、
社
会
性
を
育

て
、
規
範
意
識
を
高
め
る
た
め
の
合
宿
の
参
加
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

●
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス　
▽
と
き　

▽
８
月
18
日
（
木
）
か
ら
20

日
（
土
）　
▽
参
加
費　

一
万
円

●
自
然
体
験
コ
ー
ス　

▽
と
き　

▽
８
月
26
日
（
金
）
か
ら
27

日
（
土
）　
▽
参
加
費　

六
千
円

●
対
象
者　

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

●
定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

●
と
こ
ろ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
陵
塾
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鞍
手
町
大

字
長
谷
５
３
６
番
地
１　

旧
み
ゆ
き
跡
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み
期
限
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
南
陵
塾

事
務
局
☎
４
２
局
６
５
７
１
番
ま
で

田
舎
に
泊
ま
ろ
う

南
陵
塾
自
然
ふ
れ
あ
い
合
宿
参
加
者
募
集

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
陵
塾

家
族
で
遊
び
に
お
い
で
よ

保
育
所
夏
ま
つ
り

●
社
会
福
祉
法
人
明
星
福
祉
会
剣
第
二
保
育
所
・
西
川
第
二
保
育
所

剣
第
二
保
育
所
と
西
川
第
二
保
育
所
と
そ
の
保
護
者
の
主
催

で
次
の
と
お
り
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
来
場
者
み
ん
な
で

炭
坑
節
を
踊
っ
た
り
と
、
た
の
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
家
族
揃
っ
て
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館
裏
駐
車
場
（
中
央
公
民
館
横
）

●
内
容　

園
児
手
作
り
の
山
車
の
披
露
、
出
店
、
花
火
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

西
川
第
二
保
育
所
☎
４
２
局
５
９
１
１
番
ま

で



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての 100 字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

木彫手編み
サマーセーターとマフラーを編みま
した。変わり模様で全体がゴム編みの
模様です。マフ
ラーは冷房対策
用です。

「発展」。毎月第１、第３火曜日は
木彫教室に行き、教室の人たちに指
導してもらっています。これからは
文字だけでなく、いろいろなものを
彫ってみたいと思っています。

９−2011.８

中西一枝さん
（弥生）

吉永法明さん
（新延）

Relay Essay

私
は
、
社
会
人
に
な
り
５
年
と
い
う
月

日
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
美
容
部

員
エ
ス
テ
シ
ャ
ン
と
い
う
職
に
つ
い
て
お

り
、
人
生
一
度
き
り
楽
し
ん
だ
者
勝
ち
と

思
い
、
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
り
い
ろ
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
縁
が

あ
り
、
出
会
い
が
生
ま
れ
た
く
さ
ん
の
女

性
に
囲
ま
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
私
は
こ
の
一
年
半
で
世
界
が
変

わ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
主

体
性
を
持
ち
、活
動
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
、
友
人
と
と
も
に
夢
を
共
有
し
自
分
自

身
が
掲
げ
た
目
標
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
小

さ
い
頃
に
こ
ん
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
母

親
に
背
中
を
押
さ
れ
通
い
だ
し
た
習
い

事
。「
今
日
は
○
○
ち
ゃ
ん
家
行
こ
っ
と
」

と
お
さ
ぼ
り
を
し
た
こ
と
。
誰
か
に
言
わ

れ
て
や
る
と
い
う
こ
と
は
自
分
の
記
憶
の

中
に
は
鮮
明
に
は
残
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の

考
え
を
は
っ
き
り
と
持
つ
こ
と
。
こ
の
こ

と
で
世
界
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

私
の
記
憶
の
中
に
生
き
続
け
る
と
思
い
ま

す
。今

、
こ
の
仕
事
が
大
好
き
で
す
。
本
当

に
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
、
や
り
が
い
を

持
ち
仕
事
と
志
事
が
で
き
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
充
実
し
て
楽
し
い
な
と
思
え

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

た
ち
接
客
業
と
い
う
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
気
を

配
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
10
秒
で
決
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
る
印
象
で
す
。
第
一
印
象

は
90
％
が
目
か
ら
見
た
も
の
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
は
美
容
に
関
心

が
な
い
と
い
う
人
は
い
な
い
ん
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

最
近
心
を
打
た
れ
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
人
間
の
顔
を
最
高
に
美
し
く
す
る
美

容
術
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
笑
顔
で
す
」

こ
の
言
葉
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
意

識
し
な
い
と
意
外
と
表
情
と
し
て
表
れ
な

い
の
が
笑
顔
で
す
。
一
美
容
部
員
と
し
て

私
自
身
も
ふ
っ
と
周
囲
が
明
る
く
な
り
体

温
が
上
が
る
よ
う
な
パ
ワ
ー
を
も
つ
こ
の

美
容
術
で
た
く
さ
ん
の
お
客
様
を
も
っ
と

も
っ
と
美
し
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

次
回
は
、
藤
山
大
将
さ
ん
（
永
谷
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
谷
亜
耶
さ
ん
（
新
延
・
23
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

力
作
・
自
信
作
を
出
品
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
作
品
を
待
っ
て
い
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
53
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍
手
美

術
協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
開

催
要
項
や
、
出
品
票
は
８
月
22
日
（
月
）
か
ら
中
央
公
民
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
期
間　

10
月
14
日
（
金
）
か
ら
16
日
（
日
）
ま
で

●
開
催
場
所　

町
立
体
育
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
部
（
高
校
生
を
含
む
）
＝
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
服
飾
工
芸
、

彫
刻
工
芸
、
陶
芸
、
生
花
▽
小
中
学
生
の
作
品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋
画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ
る
▽
書
道
＝
本
表
装
ま
た
は

仮
巻
（
裏
打
ち
）
を
す
る
▽
写
真
＝
四
つ
切
り
以
上
は
台
紙
に
貼
る
か
額
縁
に
入
れ

る
●
出
品
料　

一
部
門
に
つ
き
一
千
円

●
申
し
込
み　

８
月
22
日
（
月
）
か
ら
９
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
美
術
協
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
）
ま
で

夏
休
み
の
思
い
出
に

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
・
鞍
手
町
教

育
委
員
会

今
年
も
子
ど
も
の
実
行
委
員
が
ユ

ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
当
日

は
総
合
プ
ー
ル
が
無
料
開
放
に
な
り
ま

す
。
ご
家
族
揃
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

体
力
測
定
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
、
金
魚
す
く
い
、
お
ば
け
や
し

き
、
カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
か
き
氷
・

手
作
り
菓
子
販
売
＆
ゲ
ー
ム
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
ま

で



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／８月の休館日は、３日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

「やさいができたら　はんぶんずつに
わけようよ！」きつねに誘われ、畑を
作ったくま。でも、ずるがしこいきつ
ねにすべて持って行かれ、くまは何も
食べられません。そこで、きつねにひ
とあわふかせることにします…。

くまときつね
作＝いもとようこ

友もなく、女もなく、一杯のコップ酒
を心の支えにその日暮らしの労働で生
計を立てている貫多。ある日、彼の生
活に変化が訪れたが…。こんな生活と
も言えぬような生活は、一体いつまで
続くのであろうか･･･。青春に渦巻く
孤独と窮乏、労働と痛飲、そして怨嗟
と因業を渾身の筆で描き尽くす、平成
の私小説家の新境地。

苦役列車
作＝西村賢太

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／漂砂のうたう（作＝木内　昇）／デカルコマニア
（作＝長野まゆみ）／帰宅部ボーイズ（作＝はらだ
みずき）／マルモのおきて（作＝櫻井剛、阿相クミコ）
／明日のマーチ（石田衣良）／ばんば憑き（作＝宮
部みゆき）／真夏の方程式（作＝東野圭吾）／猫と
妻と暮らす　蘆野原偲郷（作＝小路幸也）／老年の
品格（作＝三浦朱門）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／おじいちゃんの大切な一日（作＝重松　清）／あめ
ふりうさぎ（作＝せなけいこ）／ぴよちゃんのはるな
つあきふゆ（作＝いりやまさとし）／ねこざかなのは
なび（作＝渡辺有一）／ペネロペ　イースターエッグ
をさがす（作＝アン・グットマン）／きょうりゅうじ
まだいぼうけん（作＝間瀬直方）／みずちゃぽん（作
＝新井洋行）

ながいながいよる
作＝マリオン・デーン・バウアー

地
球
を
明
る
く

照
ら
す
太
陽

が
出
な
く
な
っ

て
、
森
に
住
む
動
物
た
ち

は
、
寒
さ
と
暗
さ
に
耐
え

き
れ
ま
せ
ん
。
オ
レ
こ
そ

太
陽
を
連
れ
戻
し
て
く
る

と
、
大
ガ
ラ
ス
、
ヘ
ラ
ジ

カ
、
キ
ツ
ネ
た
ち
が
威
嚇

を
し
ま
す
。
し
か
し
失
敗

で
す
。
風
が
さ
さ
や
き
ま

し
た
。「
小
鳥
よ
あ
な
た
に

し
か
で
き
な
い
」
と
。
小

鳥
は
一
番
得
意
な
声
で
何

回
も
鳴
き
続
け
、
そ
の
声

に
太
陽
は
、
世
界
の
渕
に

つ
か
ま
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
と
大
空
へ
姿
を

現
わ
し
、
暗
く
長
い
地
上

は
、
も
と
の
明
る
い
世
界

に
よ
み
が
え
っ
た
の
で
す
。

大
災
害
の
国
に
あ
っ
て
、

未
来
に
夢
を
託
せ
る
の
は
、

小
鳥
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ

る
大
型
絵
本
で
す
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

８
月
は
「
大
震
災
の
あ
と
に
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
渡
辺
栄
子
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

ノアの箱舟
作＝アーサー・ガイサート

旧
約
聖
書
の
中

の
有
名
な
物

語
を
精
緻
に

描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
地
上

に
は
び
こ
る
悪
の
数
々
を
見

か
ね
た
神
様
が
、「
地
上
を

這
う
生
き
も
の
た
ち
す
べ
て

を
ぬ
ぐ
い
去
ろ
う
」
と
言
わ

れ
、
ノ
ア
の
家
族
と
そ
の
動

物
た
ち
が
神
の
好
意
を
得

て
、
箱
舟
づ
く
り
を
し
、
そ

の
箱
舟
に
全
部
が
乗
り
込
ん

だ
と
き
、
大
洪
水
が
何
日
も

続
き
ま
し
た
。
大
洪
水
も
止

み
、
ノ
ア
の
家
族
と
動
物
た

ち
は
新
し
い
国
づ
く
り
に
励

み
、
豊
か
な
自
然
と
国
々
を

よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
今
新
し
い
日
本
を

復
興
す
る
た
め
に
こ
そ
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と

き
、
こ
の
物
語
も
現
代
に
通

ず
る
重
要
な
こ
と
を
伝
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
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Health
Dr. 甲斐の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
糖
尿
病
の
初
期
は
、
あ
ま
り
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度

病
院
で
検
査
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

甲
斐
理
々
子
さ
ん
・
か
い
り
り
こ
・
平
成
６
年
産
業
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
小
倉
記
念
病
院
や
国
立
病
院
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
筑
豊
労
災
病
院
、
新
潟

労
災
病
院
、
産
業
医
科
大
学
病
院
な
ど
を
経
て
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
鞍
手
町
立
病
院
消
化
器
科
に
勤
務
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

最
近
、
喉
が
よ
く
乾
く
の
で
す
が
、
糖
尿
病
で
は
な
い
か
と
気
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
？
（
52
歳
・
男
性
）

【
糖
尿
病
の
初
期
症
状
】

糖
尿
病
は
、
初
期
の
段
階
で
は

あ
ま
り
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
程
度
症
状
が
進
行
し
て
く

る
と
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ

れ
ま
す
。

①
喉
が
よ
く
渇
く

②
多
量
の
水
分
摂
取

③
ト
イ
レ
が
近
い

④
疲
れ
や
す
く
な
る

⑤
こ
む
ら
返
り
を
お
こ
す

⑥
体
重
の
急
激
な
減
少

喉
が
よ
く
渇
く
と
い
う
症
状
は
、

糖
尿
病
に
よ
く
見
ら
れ
る
自
覚
症

状
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

自
覚
症
状
が
続
く
と
合
併
症
の
発

症
に
も
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
糖
尿
病
と
合
併
症
】

合
併
症
と
は
、
そ
の
病
気
が
原

因
と
な
っ
て
他
の
病
気
を
引
き
起

こ
す
こ
と
で
、
糖
尿
病
の
場
合
、

血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
く
、

高
血
糖
の
状
態
が
長
く
な
る
と
合

併
症
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
は
、
糖
尿
病
網
膜
症
、

糖
尿
病
腎
症
、
糖
尿
病
神
経
症
の

３
大
合
併
症
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
網
膜
症
は
、
目
の
病
気

で
血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と

目
の
奥
の
細
い
血
管
が
も
ろ
く
な

り
、
破
れ
て
出
血
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
出
血
部
分
に
よ
っ
て
は
失

明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本

人
の
失
明
原
因
の
１
位
は
、
こ
の

糖
尿
病
網
膜
症
で
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
は
、
腎
臓
機
能

が
低
下
す
る
病
気
で
す
。
腎
臓
は

血
液
中
の
老
廃
物
を
捨
て
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
働
き
が
弱

く
な
る
と
老
廃
物
が
体
内
に
溜
ま

り
尿
毒
症
を
起
こ
し
ま
す
。
尿
毒

症
が
進
行
す
る
と
腎
不
全
と
な
り

透
析
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
性
神
経
症
は
、
神
経
症

状
が
発
症
す
る
病
気
で
す
。
初
期

の
段
階
は
手
足
が
し
び
れ
た
り
す

る
程
度
で
す
が
、
悪
化
し
た
場
合

に
は
、
ケ
ガ
を
し
て
も
痛
み
を
感

じ
な
く
な
り
、
部
位
が
化
膿
や
壊

疽
を
起
こ
し
切
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
動
脈
硬
化
が
進

行
し
や
す
く
な
り
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
放
置
し
、

多
少
き
つ
く
て
も
我
慢
を
続
け
、

最
終
的
に
受
診
し
た
と
き
に
は
か

な
り
進
行
し
た
糖
尿
病
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
治
療
法
】

糖
尿
病
の
治
療
は
、
食
事
療
法
、

運
動
療
法
、
薬
物
療
法
が
主
と
な

り
ま
す
。
最
終
的
に
は
本
人
が
自

己
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
が
、
家
族
の
助
け
も
あ
る
と
、

毎
日
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
比
較

的
楽
に
な
り
継
続
も
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
族
の
人

も
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
血
糖
値
の
管
理
を
き

ち
ん
と
行
な
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
ほ

ど
恐
れ
る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
っ

て
い
け
ば
通
常
の
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
立
病
院
で
は
、
９
月
に
糖
尿
病

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は

16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

母子健康手帳の交付

乳幼児健診・相談
　８月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者
には事前に通知をしています。ご確認ください。
●とき　健診の内容によって異なりますので詳

細は通知（案内）書をご確認
ください

●ところ　総合福祉センター保
健棟

●内容　身体測定・問診・小児
科医診察・育児相談・栄養相
談など

健診内容 期　日 生年月日

４か月健診 ８月 11 日（木） 平成 23 年 3 月 17 日から
平成 23 年 04 月 18 日生まれ

７か月健診
８月 25 日（木）

平成 22 年 12 月 31 日から
平成 23 年 01 月 27 日生まれ

12 か月健診 平成 22 年 8 月 01 日から
平成 22 年 8 月 31 日生まれ

１歳半健診
８月 04 日（木）

平成 22 年 01 月 08 日から
平成 22 年 02 月 04 日生まれ

３歳児健診 平成 20 年 07 月 08 日から
平成 20 年 8 月 04 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談）

８月 24 日（水） 平成 23 年 6 月 28 日から
平成 23 年 07 月 25 日生まれ

※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

個別健診が始まりました
　個別健診とは特定
健診を集団検診で受
診できない人が、か
かりつけの病院や診
療所で受診すること
ができる健診で、鞍
手町国民健康保険に
加入している 40 歳以
上 74 歳以下の人が対象です。個別健診は、必ず事
前に予約が必要になります。健診は身体のチェック
をできるよい機会です。また、生活習慣病予防のた
めにも年に一度は必ず健診を受け、健康づくりに積
極的に取り組みましょう。
●受診期間　９月 30 日（金）まで
●受診場所　かかりつけの医療機関
●申込方法　お電話で総合福祉センターへお申し込

みください。「特定健診受診券」を郵送します

妊娠がわかったら、早めに母子健康手
帳の交付を受けましょう。妊娠中の生活
や制度などについて保健師が説明します。
●とき　８月３日、10 日、17 日、24 日、

31 日の午前 10 時から 11 時 30 分まで
①必ず妊婦さん本人がお越しください
②原則、毎週水曜日の交付ですが、都
合がつかない場合は相談に応じます

●ところ　総合福祉センター保健棟　
●必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

■ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種
▽接種期間…平成 24 年３月 31 日まで
　※接種期間を過ぎると有料になり 10,000 円程度の料金
　　が発生します。
▽接種の仕方…かかりつけの医療機関に電話で予約し接種
　してください

対象者 生年月日

Ⅱ期（年長学年齢）平成 17 年 04 月 12 日から
平成 18 年 14 月 21 日生まれ

Ⅲ期（中学１年） 平成 10 年 04 月 12 日から
平成 11 年 14 月 21 日生まれ

Ⅳ期（高校３年） 平成 15 年 04 月 12 日から
平成 16 年 14 月 21 日生まれ

予防接種
■ＢＣＧ予防接種
▽４か月健診のときに一緒に行
　います
▽接種期間　生後６か月未満
▽場　所　総合福祉センター保
　健棟

期　日 時　　間
08 月 11 日（木）

午後１時 30 分から２時まで09 月 15 日（木）
10 月 13 日（木）

■ポリオ予防接種
▽ポリオの予防接種は２回受けてください
▽対象者　生後３か月から 90 か月未満
▽場　所　総合福祉センター保健棟

期　日 時　　間
09 月 02 日（金）

午後１時 30 分から２時まで10 月 18 日（火）
11 月 30 日（水）
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年金
Q&A
役場保険年金班 ☎42局2111番

国民年金の
疑問に

お答えします。
国
民 PensionQUESTION ANSWER

国民年金に加入中に初診日のある病
気やけがで障がいを負った人などが
受けることができます。Q疑問 A答え

障害基礎年金は、どう
いう人が受け取れるの
でしょうか。

障がいの原因となった傷病の初診日から１
年半たった日か、それ以前に症状が固まっ
た 日 に な り ま す。 ま た、
障 害 認 定 日 に 1 級、2 級
に該当しなかった人でも、
その後 65 歳に達する日の
前日までに該当したとき
は（事後重症）、請求によ
り受給できます。

障害認定日とは

障害基礎年金額（年額）

加算対象の子 加算額
１人目・２人目 各 227,000 円

３人目以降 各   75,600 円
※加算額は 1 人につき

障害年金を受給するためには、請求手続が必要です。医
師の診断書（所定の様式）や病歴・就労状況等申立書の
ほかに、状況に応じて添付書類が必要です。請求方法に
ついて詳しく知りたい人や、納付要件を満たしているか
心配な人は、お問い合わせください。

受給者に生計を維持されている子（18 歳になる日の属する
年度末までの子または 20 歳未満で 1 級、2 級の障がい（国
民年金法による）のある子）がいる場合は加算があります。

等級 年金額
１級障害 986,100 円
２級障害 788,900 円

＊＊＊　問い合わせ　＊＊＊
役場保険健康課保険年金班　☎ 42 局 2111 内線 201
直方年金事務所　☎ 22 局 0891

障がいの原因となった傷病について、初め
て医師の診察を受けた日のこと。

初診日とは

20 歳前に初診日
があり、その後障
がい者になったと
き

◆障害認定日が 20 歳前にある場合は、20 歳に達したときに
　障がいの程度が「１級」または「２級」に該当していれば
　支給されます。

◆障害認定日が 20 歳以後にある場合は、障害認定日に障が
　いの程度が「１級」または「２級」に該当していれば支給
　されます。

初診日が 60 歳以
上 65 歳未満の間
で、老齢基礎年金
を受給されていな
い国内在住の人

国民年金の被保険
者期間中に初診日
のある病気やけが
で障がい者になっ
たとき

◆障害認定日に、国民年金法で定められた障害等級「１級」
　または「２級」に該当していること。これは、身体障害者
　手帳の等級とは異なります。

◆保険料の納付については、初診日の前日において、初診日
　の属する月の前々月までの被保険者期間（国民年金に加入
　しなければならない期間）のうち、保険料の未納期間が３
　分の１以上ないこと。ただし、初診日が平成２８年３月３
　１日までにある場合は、初診日の属する月の前々月までの
　１年間に保険料の未納がなければ受けることができます。

※初診日が６５歳未満であっても、老齢基礎年金を繰上げ受給して
　いる場合には、請求できない場合がありますのでご注意ください。

受給資格初診日の条件

13−2011.８



●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗資料館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番

●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

今
月
の
納
税
（
８
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
３

期
分

納
期
限
は
８
月
25
日
（
木
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

自
営
業
者
の
皆
さ
ん

個
人
事
業
税
の

納
期
限
は
８
月
31
日
で
す

個
人
で
事
業
を
営
ま
れ
て

い
る
皆
さ
ん
。
個
人
事
業
税

の
第
一
期
分
の
納
期
限
は
８

月
31
日（
水
）で
す
。
県
税
は
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
個
人
事
業
税
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
利
用
で
き

ま
す
。
振
替
開
始
は
、
手
続

き
を
し
た
月
の
翌
々
月
か
ら

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
飯

塚
・
直
方
県
税
事
務
所
課

税
第
一
課
☎（
０
９
４
８
）

２
３
局
４
１
１
１
番
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す

る
と
金
融
機
関

へ
行
く
手
間
が

い
ら
ず
、
納
め

忘
れ
も
な
く
て

安
心
で
す
。
毎

月
15
日
ま
で
に

手
続
き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機
関

や
役
場
税
務
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

８
月
10
日
（
水
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

税
金

相
談

Calendar
2011
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

８

軽自動車税は、地方税法に基づき、
軽自動車等に対し、４月１日現在の所
在地の所有者に課せられる税金（地方
税・普通税）です。
●対象となる軽自動車等　①原動機付

自転車　②軽自動車　③小型特殊自
動車　④二輪の軽自動車　⑤二輪の
小型自動車

小型特殊自動車（トラクター、
フォークリフト）とは、自動車の区
分の中で特殊な用途のために特殊な
形状構造をした自動車で、運転席と
作業機の操作台が同じもので、大型
特殊と小型特殊に分かれます。また、
小型特殊自動車で一般の公道を走る
場合は自賠責保険に加入する必要が
あります。
●登録に必要なもの　販売証明書また

は譲渡証明書（車名、車体番号、排
気量等の記載があるもの）、印かん

●問い合わせ　税務住民課税務班まで
軽自動車税種別区分による年税額　（単位：円）

区  　　分 年税額
原
動
機
付
自
転
車

総排気量

50cc 以下 1,000

50cc を超え 90cc 以下 1,200

90cc を超え 125cc 以下 1,600

軽
自
動
車

二輪（125cc を超え 250cc 以下のもの） 2,400
三輪（660cc 以下のもの）　 3,100

四　輪
（660cc 以下

のもの）

乗　用
営業用 5,500
自家用 7,200

貨　物
営業用 3,000
自家用 4,000

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600

その他 4,700
二輪の小型自動車（250cc を超えるもの） 4,000

農耕作業用自動車
小型特殊自動車の
登録はお忘れなく !!

2011.８−14
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くらしの情報

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
25
日
（
木
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

８
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相

談
▽
と
き
＝
８
月
５
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
）　

▽
と
き
＝
８
月
11

日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

正
午
ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）

▽
と
き
＝
８
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
８
月
24
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
８
月
４
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）　

▽
と
き

＝
８
月
20
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
（
池

田
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
８

月
23
日
（
火
）
午
後
２
時

か
ら
５
時
ま
で
（
九
州
補

聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

無
料
調
停
相
談
会

直
方
調

停
協
会
に

よ
る
無
料

調
停
相
談

会
が
行
わ

れ
ま
す
。

相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
と
き　

８
月
26
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
（
直
方
市
大
字
山

部
３
６
４
番
地
４
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
調
停

協
会
☎
２
２
局
０
５
２
２

番
ま
で

無
料
法
律
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
や

商
業
登
記
や
多
重
債
務
問
題
、

消
費
者
問
題
、
成
年
後
見
な

ど
の
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル

の
無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

●
と
き　

８
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

若
宮
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
予
約　

事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。（
但
し
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

予
約
受
付
時
間
は
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

福

岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支

部
☎
（
０
９
４
７
）
４
４

局
２
５
３
０
番
ま
で

交
通
事
故
無
料
相
談
会

福
岡
県
行
政
書
士
会
で
は

次
の
と
お
り
交
通
事
故
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

●
と
き　

８
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で　

※
事
前
予
約
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
行
政
書

士
会
館
（
福
岡
市
博
多
区

東
公
園
２
丁
目
３
１
番
）

●
相
談
内
容　

示
談
書
、
損

害
賠
償
請
求
の
作
成
及
び

保
険
請
求
手
続
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
行

政
書
士
会
☎
（
０
９
２
）

６
４
１
局
２
５
０
１
ま
で

平
成
23
年
度

行
政
書
士
試
験

平
成
23
年
度
行
政
書
士
の

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

●
と
き　

11
月
13
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
工
業
大
学

（
福
岡
市
東
区
和
白
）

●
願
書
配
布
期
間　

▽
郵
送

配
布=

８
月
１
日
（
月
）

か
ら
26
日
（
金
）
必
着

▽
窓
口
配
布=

８
月
１

日
（
月
）
か
ら
９
月
２
日

（
金
）
な
お
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

はhttp://w
w

w
.gyosei-

shiken.or.jp

か
ら

●
配
布
場
所　

▽
窓
口
配
布

=

福
岡
県
庁
、
北
九
州
・

筑
豊
・
筑
後
・
京
築
の
県

民
情
報
コ
ー
ナ
ー
及
び
福

岡
県
行
政
書
士
会

●
受
付
期
間　

▽
郵
送
＝
８

月
１
日
（
月
）
か
ら
９
月

２
日（
金
）ま
で（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

の
場
合
の
締
め
切
り
は
８

月
30
日
（
火
）
の
午
後
５

時
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
県
市
町
村
支

援
課
行
政
係
☎
（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
０
７
３
番
ま

で

鞍手町職員採用試験を行います

鞍手町では、次のとおり職員の採用試験を行
います。
●試験日（第１次）　平成 23 年９月 18 日（日）
●試験会場　鞍手町中央公民館
●採用予定人員　▷看護師＝５人程度▷管理

栄養士＝１人程度▷作業療法士＝２人程度
▷言語聴覚士＝１人程度

●受験資格　▷看護師＝昭和 27 年４月２日以
降に生まれた人で、看護師の免許を持って
いる人（平成 24 年３月 31 日までに免許取
得の見込みがある人を含む）▷管理栄養士・
作業療法士・言語聴覚士＝昭和 27 年４月２
日以降に生まれた人で、各職種の免許を持っ
ている人

●申込用紙の配付　▷役場＝役場総務課人事
班で配付（土・日・祝日は除く）。時間は
午前８時 30 分から午後５時 15 分まで（木
曜日は午後７時まで）▷郵送＝採用試験申
込書請求と朱書きした封筒に 120 円切手を
貼ったあて先明記の返信用封筒（角形２号・
A4 サイズが入る大きさ）を同封し、請求し
てください

●受験手続き　▷受付期間＝８月 12 日（金）
まで（土・日・祝日は除く）。時間は午前８
時 30 分から午後５時 15 分まで（木曜日は
午後７時まで）▷受付場所＝役場総務課人
事班▷郵送受付＝採用試験申込書在中と朱
書きした封筒に必要書類と 80 円切手を貼っ
たあて先明記の返信用封筒を同封して申し
込んでください（８月 12 日必着）。試験案
内は、町ホームページ（http://www.kurate.
fukuoka.jp）からも確認することができます

●その他　試験会場と採用予定人員は変更に
なる場合があります

●問い合わせ　役場総務課人事班（〒 807 －
1392 鞍手町大字中山 3705 番地）まで

あ
な
た
の

資
格
と
ヤ
ル
気

町
の
た
め
に

活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か

試
験

15−2011.８



地
域
の
安
全
安
心
に

貢
献
で
き
る
仕
事
で
す

警
察
官
採
用
試
験

福
岡
県
警
察

で
は
、
次
の
と

お
り
平
成
23
年

度
第
２
回
警
察

官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

８
月
８
日

（
月
）
か
ら
８
月
29
日
（
月
）

ま
で

●
第
１
次
試
験
日
（
１
日
目
）

　

９
月
18
日
（
日
）（
２
日

目
）
10
月
上
旬
か
ら
中
旬

●
試
験
内
容　

筆
記
試
験
（
教

養
試
験
）、
体
力
検
査

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
２
）
６
２
２
局

０
７
０
０
番
ま
で

消
防
吏
員
採
用
試
験

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、

平
成
23
年
度
消
防
吏
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
第
１
次
試
験　

10
月
16
日

（
日
）

●
と
こ
ろ　

宮
若
市
立
若
宮

中
学
校
（
宮
若
市
金
丸

７
７
３
番
地
１
）

●
試
験
内
容　

筆
記
試
験
（
教

養
試
験
）、消
防
適
正
検
査
、

体
力
検
査

●
募
集
職
種
・
人
員　

▽
消

防
吏
員
（
消
防
官
）
２
人

程
度

●
受
験
資
格　

昭
和
62
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
●
願
書
配
布
期
間　

８
月
１

日
（
月
）
か
ら
直
方
・
鞍

手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
、鞍
手
・
小
竹
・

若
宮
消
防
出
張
所
で
配
布

●
申
込
期
間　

▽
郵
送
＝
８

月
15
日
（
月
）
か
ら
９
月

12
日
（
月
）
ま
で
（
特
定

記
録
郵
便
（
９
月
12
日
消

印
有
効
）
▽
持
参
＝
８
月

15
日
（
月
）
か
ら
９
月
15

日
（
木
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
直
方
・
鞍
手
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
☎
３
２
局
１
１
３
６

番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
防
衛
大
学

校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
・
看
護
学
生
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
期
日　

　

▽
防
衛
大
学
校
学
生
（
推

薦
）
＝
９
月
24
（
土
）、
25

日
（
日
）
▽
防
衛
大
学
校

学
生
（
一
般
）
＝
11
月
５

日
（
土
）、
６
日
（
日
）
▽

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
＝

10
月
29
日（
土
）、30
日（
日
）

▽
看
護
学
生
＝
10
月
22
日

（
土
）

●
受
験
資
格　

18
歳
以
上
（
高

卒
見
込
含
）
21
歳
未
満
の

者
、
看
護
学
生
に
つ
い
て

は
24
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

▽
防
衛
大
学

校
学
生
（
推
薦
）
＝
９
月

５
日（
月
）か
ら
８
日（
木
）

ま
で
▽
防
衛
大
学
校
学
生

（
一
般
）・
防
衛
医
科
大
学

校
学
生
・
看
護
学
生
＝
９

月
５
日
（
月
）
か
ら
９
月

30
日
（
金
）
ま
で

●
試
験
会
場　

防
衛
大
学
校
・

北
九
州
予
備
校
（
予
定
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

試
験
会
場
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、自
衛
隊
飯
塚
地
域
事

務
所
☎
（
０
９
４
８
）
２
２

局
４
８
４
７
番
ま
で

Ｉ
Ｔ
講
習
会
が

始
ま
り
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ

講
習
会
「
は
じ
め
て
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
」
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

●
と
き　

９
月
２
日
か
ら
11

月
25
日
ま
で
の
毎
週
金
曜

日
（
全
12
回
、
９
月
23
日

は
除
く
）。
時
間
は
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
・
ワ
ー
プ
ロ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

●
対
象　

鞍
手
町
に
住
ん
で

い
る
か
勤
め
て
い
る
成
人

で
、
期
間
中
す
べ
て
の
講

習
に
出
席
で
き
る
人
（
生

徒
や
学
生
を
除
く
）

●
募
集
人
数　

16
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料　

無
料
（
教
材
費

と
し
て
千
円
必
要
で
す
）

●
申
込
期
限　

８
月
12
日

（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

病
気
の
予
防
は

正
し
い
知
識
か
ら

町
立
病
院
糖
尿
病
教
室

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き

起
こ
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
状

態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
」
と
い
い
ま
す
。
町
立
病

院
で
は
、
正
し
い
知
識
を
知

り
病
気
の
予
防
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
９
月
に
全
４

くらしの情報

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

８月 13 日（土）から 15 日（月）まで
のお盆の期間は、ごみとし尿の収集日が
次のとおり変更になります。
● 固形燃料用（燃える）ごみ　▷月曜・

木曜の収集地区＝８月 15 日（月）は収
集を休みます

● 粗大ごみ・燃えないごみ　▷西川地区・
古月地区・弥生・弥生促進＝変更あり
ません▷剣地区＝８月の収集は休みま
す

● し尿　▷剣・古月地区＝８月 13 日か
ら 15 日までの３日間はくみ取りを休
みます。▷西川地区＝８月 13 日から
15 日までの３日間は汲み取りを休み
ます。

　▷剣・古月地区＝タケマツ環境☎４２
局４９１１番

　▷西川地区＝深草環境サービス☎４２
局０７１７番

● 問い合わせ　役場農政環境課農政環境
班まで

お盆は
変わります
ゴミとし尿の
収集日

講
習

2011.８−16

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！



くらしの情報

回
の
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
内
容　

▽
と
き
＝

９
月
７
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
日
常

生
活
の
心
得
（
看
護
師

講
演
）
▽
と
き
＝
９
月
14

日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら

▽
テ
ー
マ
＝
糖
尿
病
に
つ

い
て
（
内
科
医
講
演
）
▽

と
き
＝
９
月
21
日
（
水
）

正
午
か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
試

食
会
（
低
カ
ロ
リ
ー
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
食
事
）

▽
と
き
＝
９
月
28
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
▽
テ
ー
マ

＝
測
定

●
と
こ
ろ　

町
立
病
院

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院

ま
で

障
が
い
児
者
サ
ロ
ン
で

楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か

障
が
い
者
の
余
暇
活
動
を

考
え
る
つ
ぐ
み
の
会
で
は
、

原
則
偶
数
月
の
第
１
日
曜
日

に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

８
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
ふ

れ
あ
い
棟
）

●
活
動
内
容　

ふ
う
せ
ん
バ

レ
ー
等
の
ボ
ー
ル
遊
び
や

お
し
ゃ
べ
り

●
参
加
費　

保
険
代
、
お
や

つ
代
と
し
て
二
百
円
（
小

学
生
は
百
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
８
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

１
日
（
月
）、
８

日
（
月
）、
15
日
（
月
）、

21
日
（
日
）、
22
日
（
月
）

29
日
（
月
）、
で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

厚
生
労
働
省
と
福
岡
県
で

は
、
労
働
者
の
賃
金
や
労
働

時
間
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査

地
区
の
事
業
所
へ
は
、
県
知

事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
お

伺
い
し
、
労
働
者
数
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

８
月
か
ら
９

月
ま
で

●
調
査
地
区　

中
山
・
木
月

の
事
業
所

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

企
画
・
地
域
振
興
部
調

査
統
計
課
☎
（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
１
８
７
番
ま

で
農
地
の
利
用
状
況
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
21
年
12
月
の
農
地
法

改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会

で
は
遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄

地
）
の
解
消
に
向
け
て
、
毎

年
１
回
農
地
の
利
用
状
況
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
次
の
と
お
り
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

８
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で

●
調
査
内
容　

遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
①
耕
作
の
目

的
と
さ
れ
ず
、
か
つ
引
き

続
き
耕
作
さ
れ
な
い
と
見

込
ま
れ
る
農
地　

②
農
業

上
の
利
用
程
度
に
著
し
く

劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
農
地

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
業

委
員
会
（
農
政
環
境
課
）

ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

９
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
21
年
９
月
２
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
24
日

（
水
）
か
ら
26
日
（
金
）
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
、
た
だ
し

木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交

付
案
内
の
通
知
は
が
き
、

印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

お
知

ら
せ

特別児童扶養手当は、20 歳未満で、
精神や身体に障がいがある児童を扶養し
ている父母などに支給されます。ただし、
次のような児童は、支給の対象にはなり
ません。
●支給の対象にならない児童　①障がい

により公的年金を受けることができる
児童②児童福祉施設（保育所や母子寮、
通園施設を除く）に入所している児童

●問い合わせ　役場福祉人権課児童人権
班まで

 特別児童扶養手当

児童扶養手当は、次のいずれかに該当
する児童（18 歳になった日から最初の
３月 31 日まで）を養育している母（父）
親などに支給されます。
●支給の対象　①父母が離婚した②父、

母が死亡した③父、母に障がい（年金
の障害一級程度）がある④未婚の母の
子などを養育している場合（ただし、
母子に限り、これらの支給要件に当て
はまる場合でも、平成 15 年４月１日
の時点で、手当の支給要件を満たした
日からすでに５年が過ぎている場合
は、手当を請求できません）

 児童扶養手当　

児童扶養手当と特別児童扶養手当の現
況届を提出する時期になりました。これ
は、引き続き受ける資格があるかどうか、
年に一度確かめるものです。届け出をし
ないと、資格があっても８月以降の支払
いを受けることができなくなります。
●現況届の提出　児童扶養手当▷とき＝

８月１日（月）から８月 31 日（水）
まで特別児童扶養手当▷とき＝８月
11 日（木）から９月 12 日（月）まで
▷ところ＝役場福祉人権課児童人権班

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

忘
れ
な
い
で
ね

現
況
届
の

提
出
を
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後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
窓

口
負
担
額
や
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し

か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

16
年
８
月
２
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
26
日

（
金
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　８月はお休みです（次回は

９月 10 日です）
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【６月中】

● とき　８月 10 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

【累　計】
件 数 08 件（＋13） 件 数 49 件（＋12）

死 者 20人（±10） 死 者 20人（±10）

傷 者 11 人（＋16） 傷 者 60 人（－18）

巡回
交通事故

相談

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページで、校区別の詳し
い犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

【６月中】 【累　計】
刑法犯総数 160 件（－ 9） 刑法犯総数 802 件（＋25）

車上ねらい 15 件（＋ 7） 車上ねらい 73 件（＋14）

自転車盗難 28 件（＋21） 自転車盗難 99 件（＋39）

オートバイ盗難 10 件（＋ 5） オートバイ盗難 39 件（＋17）

●８月７日（日）　梅谷医院（本町）
　　　　　　　　　   ☎４２局３３７７番

自転車盗難が増加中!!
　直方警察署管内では、自転車、オートバ
イの盗難が多発しています。駅や駅
周辺の駐輪場、ショッピングセンター
駐輪場での被害が最も多く、アパー

ト・マンショ
ンなど自宅の駐輪場で
の被害も多くなってい
ます。自転車盗難を防
ぐには、防犯登録と２
重ロックが基本です。

◉鍵は２重に。U 字ロック錠やワイヤー錠な
　どでツーロックしましょう
◉管理された駐輪場に止めましょう
◉必ず防犯登録をしましょう

鍵が１つしか
ないぞ

カギは簡単に開けられます
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ひ
と
り
親
医
療
証
の

更
新
手
続
き
が

始
ま
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
証
の
有
効

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
使
用
す
る
た
め
に

は
、
次
の
と
お
り
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
有
効
期
限　

９
月
30
日（
金
）

●
更
新
期
間　

８
月
８
日（
月
）

か
ら
８
月
19
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
土
・
日
は

除
き
ま
す
）
た
だ
し
、
木

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班

●
必
要
な
も
の　

現
在
使
用
し

て
い
る
医
療
証
、
健
康
保
険

証
、
戸
籍
謄
本
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

乳
幼
児
医
療
証
の

更
新
手
続
き
が

始
ま
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
乳

幼
児
医
療
証
の
有
効
期
限
が

平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
人
は
次
の
と
お

り
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
有
効
期
限　

９
月
30
日（
金
）

●
更
新
期
間　

８
月
８
日（
月
）

か
ら
８
月
19
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
土
・
日
は

除
き
ま
す
）
た
だ
し
、
木

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班

●
必
要
な
も
の　

現
在
使
用
し

て
い
る
医
療
証
、
健
康
保

険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

口
座
振
替
を
ご
利
用
の

み
な
さ
ん
へ

８
月
か
ら
再
振
替
が

廃
止
に
な
り
ま
す

現
在
、
町
税
や
町
営
住
宅

の
家
賃
、
保
育
料
及
び
水
道
料

金
等
の
口
座
振
替
は
、
毎
月
25

日
に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
を
行
い
、
残
高
不
足
な
ど

で
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
翌
月
の
上
旬
に
再

度
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
経

費
削
減
を
図
る
た
め
８
月
25
日

の
口
座
振
替
分
か
ら
再
振
替

を
廃
止
し
ま
す
。
８
月
25
日
以

降
、
残
高
不
足
な
ど
で
口
座
振

替
に
よ
る
引
き
落
と
し
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
納
付
書
と

一
緒
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
で
期
日
ま

で
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
再
振
替
廃
止
時
期　

８
月
25

日
か
ら

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
住

民
課
、
福
祉
人
権
課
、
上

下
水
道
課
、
建
設
課
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
の
社
名
変
更

次
の
指
定
業
者
の
社
名
が

変
わ
り
ま
し
た
。（
水
道
管

の
新
設
や
増
設
な
ど
給
水
装

置
の
工
事
は
町
が
指
定
し
た

工
事
事
業
者
し
か
で
き
ま
せ

ん
）。

●	

新
社
名　

大
下
住
設
工
業

株
式
会
社
（
旧
社
名
＝
住

設
工
業
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

　

▽
住
所
＝
北
九
州
市
八
幡
西

区
香
月
中
央
５
丁
目
４
番
１

２
号
▽
電
話
＝
（
０
９
３
）

６
１
７
局
６
０
４
８
番　

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
班
ま
で

人
権
子
ど
も
会

夏
休
み
学
習
会

町
人
権
子
ど
も
会
で
は
、

夏
休
み
学
習
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

町
内
の
小
学
生

●
場
所
・
時
間　

▽
舟
川
隣
保

館=

７
月
25
日
か
ら
８
月

29
日
の
毎
週
月
曜
日
の
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
（
全

５
回
、
８
月
17
日
は
除
く
）

　

▽
八
尋
集
会
所=

７
月
27

日
か
ら
８
月
31
日
の
毎
週

水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
（
全
５
回
、
８

月
15
日
は
除
く
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用

具
、
宿
題
、
水
筒

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
教

育
課
社
会
教
育
班
ま
で

古
い
電
話
帳
の
回
収

紙
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を

環
境
保
護
の
立
場
か
ら
古

い
電
話
帳
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を

８
月
１
日
よ
り
お
届
け
し
ま

す
。
そ
の
際
に
、
古
い
電
話

帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ

さ
い
。
ご
不
在
な
ど
で
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
は
、
資
源
回

収
等
へ
出
し
て
処
分
し
て
頂

く
か
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
日
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
紙
資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
ー
☎（
０
１
２
０
）

５
０
６
局
３
０
９
番
ま
で

九
州
電
力
か
ら
の

お
知
ら
せ

台
風
に
よ
る
停
電
時
に

は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
停

電
情
報
は
九
州
電
力
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
kyuden.co.jp

か
ら
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
へ

の
停
電
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力
☎

（
０
１
２
０
）
９
８
６
局

１
０
４
番
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
、
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
西
村
高
洋
様
＝
中
山
（
好

子
）

▽
松
下
優
勝
様
＝
室
木
（
ハ

ツ
エ
）

▽
香
川
寿
々
子
様
＝
西
区
（
靜

枝
）

▽
宅
島
晴
之
様
＝
新
北
（
堀

川
節
男
）

▽
毛
利
恭
子
様
＝
古
門
北
区

（
喬
）

▽
高
木
顕
正
様
＝
新
北
（
興

明
）

▽
栗
田
泰
臣
様
＝
立
林
（
温

子
）

●
町
立
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽
石
田
征
子
様
＝
新
北
（
覚
）

▽
高
木
好
喜
様
＝
南
区
（
ト

シ
子
）

▽
高
木
顕
正
様
＝
新
北
（
興

明
）

▽
栗
田
泰
臣
様
＝
立
林
（
温

子
）

▽
古
野
利
雄
様
＝
今
村
（
カ

ン
）

▽
白
石
世
紀
子
様
＝
山
ヶ
崎

（
国
広
）

くらしの情報

綱で受け継がれた三百六十年の伝統

永谷万年願盆綱
● とき　８月 14 日（日）
　▷子ども綱＝午後８時 30 分から▷本綱＝午

後 10 時 50 分から
● ところ　真教寺下永谷街道

永谷万年願盆綱
実行委員会では、
綱の引き出しに力
を 貸 し て く れ る
ガッツと体力のあ
る若者を探してい
ます。故郷鞍手町
の伝統を守るため、
皆さんの力を貸し
てください。希望

する人は、伊藤悠
二さん（永谷区長
☎４２局０３５４
番）までご連絡く
ださい。

求
む
。
綱
引
人

愛の
贈

り
も
の

19−2011.８



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・６月の人の動き

平成 23 年８月号  No.620

・人口　17,534 人
・男性　 8,329 人
・女性　 9,205 人
・世帯数  7,599 世帯

（平成23 年６月30 日現在）

・出生  7 人
・死亡  23 人
・転入  36 人
・転出  47 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

□８月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 月

2 火

3 水

4 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター：12Ｐ参照）
補聴器相談（町立病院：14時～17時）

5 金 補聴器相談（役場：13時～14時）

6 土

7 日

８ 月 乳幼児医療証・ひとり親家庭等医療証更新手続８日～19日
（役場：８時30分～17時 15分　19P参照）

９ 火

10 水 無料法律相談（くらじの郷：14Ｐ参照）

11 木 ４か月健診・ＢＣＧ予防接種（福祉センター：12Ｐ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時）

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木 補聴器相談（役場：13時～14時）

19 金

20 土 補聴器相談（町立病院：９時～12時）

21 日

22 月

23 火 補聴器相談（町立病院：14時～17時）

24 水
介護保険証交付　24日～26日
　　　　（役場：８時30分～17時 15分　17P参照）
乳幼児相談（福祉センター：12Ｐ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時）

25 木
心配ごと相談（くらじの郷：14Ｐ参照）
町県民税（２期分）・国民健康保険税（３期分）納期限
７か月、12か月健診（福祉センター：12Ｐ参照）

26 金 国保高齢受給者証交付（役場：９時～　18P参照）

27 土

28 日 子どもフェスタくらて2011（中央公民館 :９時30分～）

29 月

30 火

31 水

  【鶏飯】１人当たりの栄養価　430kcal

　

【たたき長芋とわかめの梅わさび風味】１人当たりの栄養価　45kcal

【ピーマンの明太子バターいため】１人当たりの栄養価　39kcal

テーマ「夏に負けない体づくり」

■材料（６人分）
白米（③カップ）、鶏骨付き肉（600g）、水（10 カップ）、
干し椎茸（10 枚）、しょうが（1 片）、しょうゆ（大さじ 1）、
塩（小さじ 1）、煮汁（3 カップ）、たまご（３個）、しょう
が（少々）、漬物（適量）、小ねぎ（15g）、刻みのり（3g）
■作り方
①�鍋に水を入れ、鶏骨付き肉、干し椎茸、しょうがのつぶ

したものを加え、アクをとりながら、１～２時間煮る。
途中　で水分が少なくなったら水をたす。

②米は洗って、①の煮汁２カップを加えて炊く。
③①の鶏肉は取り出し、細かく裂く。残りの煮汁３カップ
　は塩としょう油で調味する。
④裂いた鶏肉、薄切りのしいたけ、錦糸たまご、みじん切
　りのしょうが、漬物、小口切りの 
　ねぎ、のりを皿に盛りつける。
⑤炊き上がったごはんを丼に盛り、
　④をトッピングし、③の調味した
　煮汁をかけて食べる。

■材料（６人分）
ピーマン（300g）、えのき茸（100g）、明太子（大さじ 4）、
酒（小さじ 2）、バター（大さじ1）、しょうゆ（小さじ1/2）
■作り方
①�ピーマンはへたと種を除き、細切りにする。えのき茸は

石づきを除き３㎝の長さに切る。
②明太子は酒を加えてのばす。
③�フライパンにバターを溶かし、ピーマ

ンとえのき茸を炒める。ピーマンの色
が鮮やかになったら②を加えて炒め合
わせ、仕上げにしょうゆを加えてひと
混ぜする。

夏バテにならないためには、まず日々の疲労を溜め込
まないことが大切です。
ビタミン B 群をしっかりとる…炭水化物の代謝を促す
ビタミン B 群は豚肉、鶏肉や魚介など良質なたんぱく
質源に抱負に含まれます。
ビタミン類やミネラルも不可欠…野菜や果物、芋類、
海藻類などをたんぱく質に組み合わせることで免疫力
が高まります。

◆◆  一口メモ  ◆◆夏バテを予防!!

■材料（６人分）
長芋（300g）、わかめ（3g）、梅干（３個）、しょうゆ（大
さじ 1）、わさび（小さじ1）
■作り方
①長芋は皮をむき、薄切りにしてから包
丁で細かくたたく。　わかめは、粗く刻む。
②梅干は、種を除いてあらく刻み、しょ
　うゆ、わさびを加えて混ぜる。
③ボウルに①を入れ、②を加えて和える。


